
 

 

 

 

 

 

自分には、よいところがありますか？ 

 ６年生が４月に実施した全国学力・学習状況調査の結果が公表されました。児童質問紙調査の中で、

特に家庭との関連が深い項目を取り上げます。学力については、９月３日に学校のホームページで公表

します。どうぞご覧ください。 

 

 朝食を毎日食べることは、保護者の皆様のご理解とご協力があっての結果であり、大変うれしく思い

ます。朝食を食べることによって、脳のエネルギー源であるブドウ糖が供給され、脳の働きを活性化し、

集中力や記憶力が高まります。 今後も朝食を食べて登校させてほしいと思います。 

 

 
よい傾向として、「４時間以上」、「３時間以上、4 時間より少ない」の割合が全国平均や県平均に比

べて少なくなっています。また、「全くしない」の割合が多くなっています。しかし、１時間以上やっ

ている児童が 76.5％になっています。自己マネジメント力を高めるために、保護者の皆様のご支援が

必要です。自己マネジメントについては、令和５年度の８月の学校だよりに掲載してあります。ホーム

ページの学校だよりのタブからご覧いただけます。 

 

87.2

84.4

83.4

6.4

10

10.3

4.3

4.2

4.6

2.1

1.4

1.7

75% 80% 85% 90% 95% 100%

本校

県平均

全国平均

朝食を毎日食べていますか

している どちらかといえば、している あまりしていない 全くしていない

10.6

16.1

17.7

10.6

13.7

12.6

23.4

21.4

18.9

31.9

26.8

25.1

10.6

15.5

17.7

12.8

6.4

8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

本校

県平均

全国平均

普段（月曜日から金曜日）、1日当たりどれくらいの時間、テレビゲーム

（コンピュータゲーム、携帯式のゲーム、携帯電話やスマートフォンを使っ

たゲームも含みます。）をしますか。

４時間以上 ３時間以上、４時間より少ない

２時間以上、３時間より少ない １時間以上、２時間より少ない

１時間より少ない 全くしない
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重点目標              ミッション 

「よくきき よく考えよう」        「対話と協働により、児童一人一人の可能性を引き出し伸ばす」 



 

 

 

 

 「当てはまる」を選択した児童は、県平均や全国平均と比べると約半分の割合になっています。子供

たち一人一人の自己肯定感を高める必要があります。では、自己肯定感を高めるにはどうすればよいで

しょうか。次のことが大切だと思います。 

１ 自然体験活動、奉仕体験活動、文化芸術体験活動などの様々な体験活動を通じて、達成感や成功

体験等を味わわせる。 

２ 失敗や挫折を経験したときに、自分を受け入れ、課題に立ち向かう姿勢を身に付けることができ

るようにする。そのためには、子供が親から「理解されている」、「愛されている」ということがベ

ースとしてあり、親の励ましの言葉かけが大切です。 

学校では子供たち一人一人のよさを見取り、褒めるための材料を意図的・計画的につく

っていきます。一人一人が自信をもって学校生活を送れるよう、対話と協働により、児童一

人一人の可能性を引き出し伸ばしていきたいと思いますので、今後ともご協力をよろしく

お願いします。 
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自分には、よいところがあると思いますか

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはらまない 当てはまらない


